
事業所名：みなみのたいよう保育園 A.S.K 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

保育事業を通じて、本園のすべての関係者が SDGs の理念に基づき行動し、地域社会への貢

献、波及させることを目指します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

☐経済 

ペットボトルのふたを園で集めることによ

って障がい者支援と世界の子どもたちに

50人分のポリオワクチンを届ける 

月に 1000個以上集

め、計43000個以上

集める 

R5年度 162.3kg ﾎﾟﾘｵﾜｸﾁﾝ 81人分 

R6年度 

前期 135.5kg ﾎﾟﾘｵﾜｸﾁﾝ 34人分 

後期 80kg ﾎﾟﾘｵﾜｸﾁﾝ 20人分 

R7年度 92kg 前期 23人分 

☐環境 

社会 

☐経済 

人生を楽しむため、計画的に有給を

取得できる環境づくりの推進 

2025有給取得 

消化率 75％以上 

2025 有給取得 

消化率 100％ 

環境 

☐社会 

経済 

給食の食品ロス、材料ロスをなくすた

め、毎月残食チェックをし、目標達成

時はリクエスト給食を提供する 

毎月の残食量を目標

設定し、子どもたちの

達成感につなげる 

R4年度 残食 月平均 24kg 

R5年度〃           4.8kg 

R6年度〃           4.7kg 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

2025年度は、2030年の目標達成に向けた「行動の 10年」の後半戦として、取組の質の向上に注力いたしました。具体的には、環境負荷低減に向

けた給食の残食の 1/5の削減や、年有給取得消化率の向上など、KPIに基づいた着実な成果を上げることができました。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

給食の食べ残しを減らすための「食育」を推進し、食材

の旬や生産者への感謝を伝える活動を継続します。 

月 1回以上の食育プログラムの実施。 

残食 前年度比 10％削減。 

☐環境 

社会 

☐経済 

ICT ツールの活用による業務効率化を進め、保育士が子どもと向き合う時

間を確保し、持ち帰り仕事ゼロを継続します。 

園での SDGs の取組を園だよりや掲示板で発信し、各家庭でも取り組める

アイデアを共有することで、地域全体の意識を高めます。 

職員の月平均残業時間を 3時間以内にする。 

園だより等での SDGs特集の掲載（年 ２回以上）。 

園の SDGs 活動に対する認知度・満足度 90％以

上。 

環境 

☐社会 

経済 

「使わない電気を消す」「水を出しっぱなしにしない」など、日常の保育の中

で子どもたちが自発的に行動できるよう促します。 

園内で使用する使い捨てプラスチック製品を見直し、代替素材への切り替えを検

討します。また、ゴミの分別を子どもたちと一緒に楽しみながら行います。 

節電・節水の徹底により、使用量

を前年度比 10％削減。 

5 歳児クラスにおける「ゴミの分

別ルール」の理解度 100％。 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


